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2026 年 7 月 15 日 

 
各  位 

会 社 名 株式会社エイチームホールディングス 
代 表 者 名 代表取締役社長     林  高 生 

（コード番号：3662） 
問 合 せ 先 執行役員 社長室長 森下 真由子 

（TEL．052-747-5573） 
 
 

株式会社エイチームホールディングス 機関投資家ミーティング 
よくある質問と回答（2026 年 6 月） 

 

2026 年 6 月に実施した機関投資家との 1on1 ミーティングにおける主な質問と回答について、

下記の通り開示いたします。本開示は株主・投資家の皆様への情報発信を通じてご理解を賜ること、

フェア・ディスクロージャーを目的としております。なお、質問及び回答に関して、一部内容・表現

を加筆・修正しております。 

記 

 

収益改善に向けた取組について 

Q. 収益改善に向けた具体的な取組を教えてください。 

A. 中期経営計画に掲げている成長戦略の通り、引き続き M&A を積極的に行い、インオーガニ

ックでの収益改善に取り組んでおります。当社は、創業時から創造性と技術力を駆使して、さま

ざまなサービスを展開してまいりました。今一度、その原点に立ち返り、創造性と技術力によっ

て、能力（スキル）やケイパビリティを高めていけるような企業を M&A を通じて取得していき

たいと考えております。当社が事業を展開する上で大切にしている「技術力」「継続顧客」「高い

独立性」「市場の優位性」等の不足を課題として持つ企業が、エイチームグループに加わること

で能力を補い、さらなる収益性の向上を目指します。また、既存事業においては、自動車関連事

業の新サービスである「ナビクルアシスト」の提供も開始しており、オーガニックでの収益改善

にも取り組んでおります。このように、インオーガニック・オーガニック両面から収益改善に向

けたアプローチを推進してまいります。また、コストについても、全社的に事業運営の効率化を

継続的に進めるとともに共通費の見直しなどを行うことで、利益創出を目指してまいります。 
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株主還元について 

Q. 2026 年 7 月期以降について、株主還元の方針は変えない想定ですか？ 

A. 2026 年 7 月期以降の株主還元方針につきまして、中期経営計画（FY2025-FY2028）に掲げ

ている通り「株主還元総額 40~50 億円、FY2025 から FY2028 の 4 年間の総還元性向平均

100%以上」という株主還元方針に変更の予定はありません。また、2028 年 7 月期までは累進

配当を導入しておりますので、1 株あたりの配当金額につきましても、2026 年 7 月期の 1 株あ

たり配当金額である 28 円を基準として、利益水準を考慮しつつ、検討してまいります。自社株

買いにつきましても、中期経営計画（FY2025-FY2028）における株主還元方針に則り、必要に

応じて検討してまいります。 

 

AI 推進室について 

Q. AI 推進室の新設後、社内で何か変化はありましたか？ 

A. 2026 年 5 月に新たに設置した AI 推進室は、｢AI ありき」でグループ全体の業務の構造変

革を促進することをミッションとしております。主に、グループ全体の AI の活用レベルの向

上及び加速化に向けた取組の推進、全社横断での AI ナレッジの集約や発信、各事業・組織の

AI 導入・実装の助言や支援活動を担っております。AI 推進室は新設して間もない組織であ

り、各種取組も初期段階ながら、徐々に動きが出ております。今後は、各事業部門における AI

に関連する取組を、当社グループ全体で横展開していくことを想定しております。各事業部門

のメンバーが連携し、事業・サービスの運営に関して迅速かつ機動的に実践することで、AI に

関する取組を加速してまいります。 

以 上 


